
燃料タンクのブリーザホース継ぎ手部（クイックジョイント）の嵌合
が不十分なため、クイックジョイントのシール（オーリング）がジョイ
ントパイプと密着していないものがある。そのため、ジョイント嵌合部
のシール性が損なわれて燃料満タン時にジョイント嵌合部から燃料が漏
れるおそれがある。

改 善 箇 所 説 明 図 ①

改善の内容

全車両、ブリーザホースのクイックジョイント嵌合部を点検し、嵌合が不十分なものは正

規嵌合状態にする。

クイックジョイント

基準不適合発生箇所

注： は点検箇所を示す。

識別：運転席ドア上側ヒンジのドアパネル上側取付けボルト頭部に黄色ペイントを塗布する。
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